












包まれた葉緑体を持つ。四重包膜のうち、内側二膜は葉緑体包膜 (chloroplast envelope : CEV) と呼ば
れ、外側二膜は葉緑体 ER (chloroplast endoplasmic reticulum : CER) と呼ばれる。また、CERと CEV
の間の空間はペリプラスチダル区画 (periplastidal compartment : PPC) と呼ばれる。海洋性珪藻は、
海洋中の HCO3-を能動的に取り込み、葉緑体に供給することで高効率の光合成をおこなう。先行研究に







【実験方法】	 haloYFPまたは pHluorin2発現株の作製：細胞内の Cl-分布及び pHを明らかにするた
めに、細胞質、PPC、葉緑体ストロマにハロゲンイオン感受性 YFP (haloYFP)および pH感受性 GFP 
(pHluorin2)を発現させるコンストラクトを作製し、P. tricornutumに導入後、Zeocinによる一次選抜
を行った。細胞内の各蛍光タンパク質の局在確認：一次選抜後の細胞を共焦点レーザー顕微鏡によって
観察した。蛍光分光光度計による haloYFP 発現株の蛍光強度の測定：haloYFP 発現株の測定では Cl-
を含まない培地で 120分、その後 500 mMの NaClまたは LiClを添加し Cl-依存的な蛍光強度の変化を
確認した。蛍光分光光度計による pHluorin2発現株の蛍光強度の測定：pHluorin2発現株の蛍光強度の
測定では培地 (pH 8.2) に HClまたは NaOHを添加して培地の pHを 9~5に調節し、蛍光強度の測定











たは PPCで pHluorin2を発現させた株において、HClまたは NaOHの添加による培地の pH変化（pH 
9~5）によって、励起光波長依存的な蛍光強度比が変化した。この結果から、珪藻細胞内で発現してい
る pHluorin2での細胞内 pHの測定が可能であることが確認できた。これらの結果から両蛍光タンパク
質によって細胞内の様々な区画においてイオンや水素イオン濃度を測定できる可能性が示された。 
